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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 阿部 竜也 科学研究費助成事業 基盤研究C
（一般）

1 脳腫 瘍 のH3K27M変 異 を
ターゲットにした新規治療の
開発

1，300

准教授 増岡 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C
（一般）

1 可溶性エポキシドヒドロラー
ゼ阻害ワクチンによる脳梗塞
治療の開発

1，170

講 師 中原由紀子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（一般）

1 DNA脱メチル化酵素TET
をターゲットとした革新的治
療法の開発

1，950

助 教 伊藤 寛 科学研究費助成事業 若手研究 1 DIF‐1によるMyc を標的と
した新たな髄芽腫治療研究

1，690

客 員
研究員

高口 素史 科学研究費助成事業 若手研究 1 RNF213遺伝子変異に着目し
た頭蓋内アテローム動脈硬化
症モデルの確立

1，690

教 授 阿部 竜也 革新的がん医療実用
化研究事業（AMED）

受託研究 2 膠芽腫の標準治療後病勢を診
断する血液バイオマーカーの
実用化

390

研究助成等
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